
令和４年９月定例会
埼玉県議会令和4年9月定例会は、9月22日（木）から10月14日（金）まで行われました。

知事から提出された、1,765億1,218万9千円の補正予算は原案通り可決しました。主なもの
は以下になります。
・原油価格・物価高騰等の影響を受ける事業者や生活困窮者等への緊急支援
・自殺対策の強化
・新型コロナウイルス感染症の拡大防止
・在宅医療、介護等従事者の安全確保

また、埼玉県迷惑行為防止条例の一部を改正する条例では、相手方の承諾を得ず、GPS機器の

設置により位置情報を取得する行為等の禁止やつきまとい等における規制対象行為の拡大など
改正されます。
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いつもありがとうございます。あっという間に10月になり、本年も残す
ところ2ヵ月を切りました。1日1日を大切にしたいと思います。
さて、今号は9月定例会や要望活動などについてご報告いたします。

～所属委員会報告～
〇総務県民生活常任委員会
５つの議案を審議し、障がい者スポーツ実施環境の構築支援事業について、
以下質疑しました。
・障がい者スポーツ用具の購入とはどのようなものを購入するのか
・何校の特別支援学校で購入するのか など

〇自然再生・循環社会対策特別委員会
農林業・農村部の循環型社会への貢献について報告を受け、以下質疑しました。
・木材利用促進月間の周知について
・県内公共施設での木材の活用状況について など

〇新型コロナウイルス感染症対策特別員会
第７波における感染症対策の検証と今後の体制構築について
報告を受け、以下質疑しました。
・障がい者の宿泊療養施設の体制について
・観光応援クーポンの利用可能店舗の登録状況について など



所属会派・無所属県民会議では、定例会
ごとに議案に関する視察を行っています。

今回は、電気代高騰に対応と環境への影
響も考慮し、県営住宅共用部の水銀灯を
LED化するための事業についてと、埼玉県

立文書館の利用状況や運営状況について
でした。

現場を見ることにより多くの気づきがあり、
委員会審議に活かされました。

「川口市における県営住宅の整
備に関する要望書」を知事に提出

インターン生を受入れました

会派で議案に関する会期内視察

昨年に続き、今年も大学生

インターンを受入れました。県
庁や市役所での勉強会実施や
施設訪問、地域行事に一緒に
参加してもらいました。

若い方に政治に興味関心を
持っていただけるよう、引続き
取り組みます。

川口市における公営住宅全体に占める県営住
宅の割合は25％程度と、さいたま市や他の中核

市を大幅に下回っています。また、現在市営住
宅として利用している土地を活用できることから、
9月26日、大野知事に川口市として県営住宅の
整備を求める要望書を提出いたしました。

屋内５０ｍ水泳場整備事業の
進捗状況について

埼玉県議会９月定例会総務県民生活委員
会において、川口市の神根グラウンドに建設
が予定されている屋内５０ｍ水泳場について、
担当課より報告を受けました。

埼玉県と川口市が協議を進めていくなかで、
川口市はPFI事業に参加せず、独自で設計・
建設、運営・管理を行うこととなりました。
私からは委員会の場で以下確認しました。
・PFI事業に参加しないとなると、建物の一体
感や施工時期に差が生じることはないか

・運営や管理が異なることにより、利用者が
不便になることはないか

・計画が進むにあたり地元住民への説明会
を開催してほしいがいかがか

よいものになるよう引続き取り組んでまい
ります。
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